














照葉樹林に生息する鳥が高標高の場所で増加

NPO法人バードリサーチ　植田睦之

　環境省とNGOが共同で実施し，今年終了した鳥の分布の全国調査「全国鳥類繁殖分布調
査」では，照葉樹林帯に多いメジロやヤマガラなどがこれまで生息地としていた低山帯か
ら，標高1000ｍ程度の場所へと分布を拡げていることがわかってきました。原因はわかっ
ていませんが，気候変動等の影響で生息標高が徐々に上がっている可能性があります。
　そこで，標高1000ｍに位置する，本調査の調査サイトである新潟県佐渡でのメジロとヤ
マガラの個体数変化を集計したところ，近年個体数が増えていることがわかりました
（図）。分布が拡がっているだけでなく，個体数も増加している可能性がありそうです。
同様の標高に位置する調査地，秩父演習林でもメジロが顕著に増加しており，ヤマガラも
やや増加していました。今後の変動や，さらに標高の高い調査地でも同様のことが起きる
かに注目して，モニタリングを続けていきたいと思います。

大佐渡調査地におけるヤマガラとメジロの記録個体数の変化。2020年は調査を実施してい
ない。写真：三木敏史
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